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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第３四半期
連結累計期間

第37期
第３四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 2,844,953 2,734,654 3,689,179

経常利益（千円） 709,545 663,786 769,765

四半期（当期）純利益（千円） 463,903 483,829 511,706

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
470,131 645,729 570,581

純資産額（千円） 7,979,469 8,514,593 8,079,977

総資産額（千円） 9,204,175 9,038,847 8,985,843

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
48.33 50.41 53.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 86.6 94.2 89.9

　

回次
第36期
第３四半期
連結会計期間

第37期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
12.51 34.26

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（イマジニア株式会社）、子会社３社及び関連会社１社により

構成されております。主な事業内容としましては、モバイルコンテンツ事業、モバイルコマース事業、パッケージソ

フトウェア事業、投資教育事業となっております。

当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。

＜モバイルコンテンツ事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜モバイルコマース事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜パッケージソフトウェア事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜投資教育事業＞

主な事業内容の変更はありません。

なお、平成25年４月１日付けで簡易分割を行いイマジニア・インベストメントエデュケーション株式会社を新設い

たしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果により緩やかに回復しており、さらなる景気

回復が期待されますが、世界経済の下振れによる影響や消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動が懸念されま

す。

当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツ事業を取り巻く環境は、スマートフォンを中心とした携帯電

話端末やタブレット端末などの普及により、音楽・映像・電子書籍等のコンテンツサービスが広がりを見せており

ます。

このような環境下におきまして、主力であるモバイルコンテンツ事業の事業環境はフィーチャーフォンからス

マートフォンへの移行が急速に進んでおります。当社グループもフィーチャーフォン向け有料サービスを中心とし

たビジネスから新たなビジネス構築が急務となっており、中期的な経営の方向性でもある「新たな成長へのチャレ

ンジ」の実現に向けて取り組んでおります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,734,654千円（前年同期比3.9％減）、営業利益

530,785千円（前年同期比23.9％減）、経常利益663,786千円（前年同期比6.4％減）、四半期純利益483,829千円

（前年同期比4.3％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（モバイルコンテンツ事業）

モバイルコンテンツ事業におきましては、ビジネス環境が大きく変化する状況において、「ａｕスマートパス」

「ＮＴＴドコモ スゴ得コンテンツ」等のキャリア主導サービスの提供の拡大、「ＬＩＮＥ」等のメッセンジャー

サービスへの提供の拡大、ユーザー満足度の高いスマートフォン向けコンテンツの提供によるスマートフォン月額

課金サービスの会員数増加などの取り組みによって、当該事業のビジネス範囲の拡大を図っております。

上記の結果、売上高1,762,236千円（前年同期比2.7％減）、セグメント利益670,590千円（前年同期比11.2％

減）となりました。

（モバイルコマース事業）

モバイルコマース事業におきましては、デジタルコンテンツの連携を図り集客を強化することによって、スマー

トフォン向けのコマースビジネスの拡大に取り組んでおります。

また、ライセンス及びセールスプロモーションビジネスとしてライセンス提携先の拡充に、継続して取り組んで

おります。

上記の結果、売上高423,757千円（前年同期比68.7％増）、セグメント利益14,220千円（前年同期は21,521千円

のセグメント損失）となりました。

（パッケージソフトウェア事業）

パッケージソフトウェア事業におきましては、「メダロット」関連タイトルである「メダロットＤＵＡＬ」をニ

ンテンドー３ＤＳ向けに発売しております。

上記の結果、売上高344,428千円（前年同期比44.9％減）、セグメント利益871千円（前年同期比99.4％減）とな

りました。

（投資教育事業）

投資教育事業におきましては、銀行及び証券会社が投資信託を販売するための支援ツールである投資信託提案支

援システムの銀行及び証券会社の導入先の拡大に取り組んでおります。また、タブレット版の開発にも取り組んで

おります。

上記の結果、売上高204,373千円（前年同期比27.0％増）、セグメント利益32,664千円（前年同期は2,801千円の

セグメント損失）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は168,138千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普　通　株　式 47,480,000

計 47,480,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,649,000 10,649,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 10,649,000 10,649,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 10,649 － 2,669,000 － 667,250

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,051,300 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,595,500 95,955 ―

単元未満株式 普通株式     2,200 ― ―

発行済株式総数        10,649,000 ― ―

総株主の議決権 ― 95,955 ―

　

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

イマジニア

株式会社

東京都新宿区

西新宿二丁目７番

１号

1,051,300 － 1,051,300 9.9

計 ― 1,051,300 － 1,051,300 9.9

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,293,493 2,991,727

売掛金 654,518 642,716

有価証券 74,261 －

商品及び製品 17,891 16,245

仕掛品 1,244 5,335

原材料及び貯蔵品 12 12

その他 159,044 124,639

貸倒引当金 △15,155 △19,232

流動資産合計 7,185,310 3,761,444

固定資産

有形固定資産 79,295 66,108

無形固定資産 50,965 41,364

投資その他の資産

投資有価証券 1,350,470 4,945,553

その他 343,560 242,735

貸倒引当金 △23,759 △18,359

投資その他の資産合計 1,670,272 5,169,929

固定資産合計 1,800,532 5,277,402

資産合計 8,985,843 9,038,847

負債の部

流動負債

買掛金 60,882 78,163

営業未払金 313,601 253,809

未払法人税等 293,987 20,250

賞与引当金 － 13,500

その他 237,395 158,530

流動負債合計 905,865 524,253

負債合計 905,865 524,253

純資産の部

株主資本

資本金 2,669,000 2,669,000

資本剰余金 2,466,023 2,466,023

利益剰余金 3,549,527 3,822,207

自己株式 △622,299 △622,323

株主資本合計 8,062,250 8,334,906

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,500 175,400

その他の包括利益累計額合計 13,500 175,400

新株予約権 4,226 4,286

純資産合計 8,079,977 8,514,593

負債純資産合計 8,985,843 9,038,847
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 2,844,953 2,734,654

売上原価 1,133,973 1,207,761

売上総利益 1,710,980 1,526,892

販売費及び一般管理費 1,013,503 996,106

営業利益 697,477 530,785

営業外収益

投資事業組合運用益 6,795 113,831

貸倒引当金戻入額 5,400 5,400

違約金収入 4,200 －

その他 16,685 15,778

営業外収益合計 33,080 135,009

営業外費用

持分法による投資損失 21,010 1,889

その他 1 119

営業外費用合計 21,011 2,009

経常利益 709,545 663,786

特別利益

投資有価証券売却益 － 208,016

固定資産売却益 20,000 －

負ののれん発生益 － 5,002

受取和解金 62,535 －

特別利益合計 82,535 213,018

特別損失

投資有価証券評価損 9,998 －

投資有価証券売却損 － 142,595

その他 577 －

特別損失合計 10,575 142,595

税金等調整前四半期純利益 781,506 734,209

法人税、住民税及び事業税 313,966 185,734

法人税等調整額 3,635 64,645

法人税等合計 317,602 250,380

少数株主損益調整前四半期純利益 463,903 483,829

四半期純利益 463,903 483,829
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 463,903 483,829

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,228 161,900

その他の包括利益合計 6,228 161,900

四半期包括利益 470,131 645,729

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 470,131 645,729

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、イマジニア・インベストメントエデュケーション株式会社を新たに設立したた

め、連結の範囲に含めております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 27,173千円 23,249千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 115,173 12 平成24年３月31日 平成24年６月12日 利益剰余金

平成24年10月31日

取締役会
普通株式 95,977 10 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日

取締役会
普通株式 115,172 12 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金

平成25年10月31日

取締役会
普通株式 95,976 10 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

モバイル
コンテンツ
事業
（千円）

モバイル
コマース
事業
（千円）

パッケージ
ソフト
ウェア事業
（千円）

投資教育
事業
(千円)

計
（千円）

調整額
（千円）
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,811,777 247,146 625,151 160,878 2,844,953 － 2,844,953

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4,039 451 － 4,491 (4,491) －

計 1,811,777 251,186 625,602 160,878 2,849,445 (4,491) 2,844,953

セグメント利益

(又は損失)
755,223 (21,521) 154,586 (2,801) 885,485 (188,008) 697,477
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（注）１．セグメント利益（又は損失)の調整額は、セグメント間取引消去1,120千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△189,129千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い管理部門等にかかる費用であります。

２．セグメント利益（又は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

モバイル
コンテンツ
事業
（千円）

モバイル
コマース
事業
（千円）

パッケージ
ソフト
ウェア事業
（千円）

投資教育
事業
(千円)

計
（千円）

調整額
（千円）
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）２

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,762,236 423,757 344,286 204,373 2,734,654 － 2,734,654

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 141 － 141 (141) －

計 1,762,236 423,757 344,428 204,373 2,734,796 (141) 2,734,654

セグメント利益 670,590 14,220 871 32,664 718,345 (187,559) 530,785

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去1,442千円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△189,002千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門

等にかかる費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

記載すべき重要な事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 48円33銭 50円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 463,903 483,829

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 463,903 483,829

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,597 9,597

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成25年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）中間配当による配当金の金額・・・・・・・・95百万円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・10円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成25年12月２日

 （注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成26年２月13日

イマジニア　株式会社

取締役会　御中

東 陽 監 査 法 人

　
指定社員

業務執行社員
公認会計士 小林　伸行　印

　
指定社員

業務執行社員
公認会計士 小林　 弥　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るイマジニア株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結

会計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月

１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イマジニア株式会社及び連結子会

社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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